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4.2. 歩道状空地の確保事例（東京都三鷹市） 

(1) 取組の背景・経緯 

三鷹市では、防災や景観、バリアフリーに配慮したまちづくりを行う事を目標として、開発

事業で建築する建築物の壁面線を道路境界から後退させ、歩道状空地の有効幅員を確保するこ

とを「開発事業に関する指導要綱」に定めている。 

 
図 4-1 歩道状空地の幅員の基準 

 
(2) 取組の内容 

大型マンションの建設など開発事業がある場合には、歩道状空地を確保することがまちづく

り条例の開発指導要綱に位置づけられている。通学路、バス通りなど道路の特性によって、確

保すべき空間幅が決められている。 

 
写真 4-2 マンション前の歩道状空地 
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